様式第２２号(第１８条第１項関係)

	⑴少量危険物
指定可燃物
	貯蔵・取扱届出書


	⑵○○年○○月○○日　
⑶川越地区消防組合　消防長　様

⑷届出者　　　　　　　　　　　　　　
住所　川越市○○　○○丁目○○番地○○
(電話　○○○-○○○○-○○○○)

氏名　○○株式会社　　　　　　　
代表取締役　○○　○○　　　　

	貯蔵又は取扱いの場所
	⑸所在地
	　川越市○○　○○丁目○○番地○○

	
	⑹名称
	　○○株式会社　○○棟

	⑺類、品名及び最大数量
	類
	品名
	最大貯蔵数量
	一日最大取扱数量

	
	　第4類
	第3石油類（非水溶性）
（重油）
	　

	　1600リットル　
（0.80倍）


　地下タンクから１階ボイラー室のサービスタンクに供給し、暖房用ボイラーで消費。
	
	


　建物１階東側のボイラー室にサービスタンクを設置。
	
	

	⑽消防用設備等又は特殊消防用設備等の概要
	　ＡＢＣ粉末消火器　１０型　１本

	⑾貯蔵又は取扱い開始予定年月日
	　○○年○○月○○日

	⑿その他必要事項
	　サービスタンク新設による新規取扱い。標識、掲示板を設置する。


	※　　受付欄
	※　　経過欄

	　
	　


　備考　１　法人にあっては、その名称、代表者氏名及び主たる事務所の所在地を記入すること。
　　　　　２　※印の欄には、記入しないこと。
　　　　　３　貯蔵又は取扱い場所の見取図を添付すること。
少量危険物・指定可燃物 貯蔵取扱い届出書の記入要領

	項　目
	記入要領

	⑴　届出種別
	届出区分に応じ不要な方を抹消線で抹消してください。

	⑵　年月日
	届出日を記入してください。

	⑶　あて先
	宛先は「川越地区消防組合消防長」となります。

	⑷　届出者
	貯蔵取扱いをしようとする者の住所、氏名、電話番号を記入してください。
法人にあっては法人の所在地、名 称、電話番号及び代表者の職、氏名を記入してください。

	⑸　所在地
	貯蔵取扱いをする場所の地名地番を記入してください。
移動タンクの場合は、常置場所の地名地番を記入してください。

	⑹　名称
	貯蔵取扱いをする場所の名称を記入してください。 
（例）「株式会社○○○○工場」「○○○銀行 ○○○支店」

	⑺　類・品名及び最大数量
	消防法別表に定められている類、品名を記入し品名には（○○○）として物品名も記入してください。
貯蔵又は取扱い物品の最大貯蔵数量、一日最大取扱い数量を記入してください。 
（例）第四類 第二石油類（灯油） ○○○○ℓ ○○○ℓ

	⑻　貯蔵又は取扱い方法の概要
	貯蔵又は取扱い方法の概要を具体的に記入してください。

	⑼　貯蔵又は取扱い場所の位置、構造及び設備の概要
	貯蔵又は取扱い場所の位置、構造及び設備の概要を具体的に記入してください。
設備の仕様書等がある場合は 「※別紙参照」とし仕様書等を添付してください。

	⑽　消防用設備等の概要
	設置する消防用設備等の種類と数量を記入してください。

	⑾　貯蔵又は取扱いの開始予定期日又は期間
	貯蔵又は取扱いの開始予定期日又は期間を記入する。


⑿　その他必要な事項

(例)貯蔵物品及び取扱量変更のため、標識、掲示板等の必要事項を記入してください。
	
	


記入例








